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10月上旬、委員会の年間活動概要等をとりまとめた「運輸安全委員会年報2009」の発刊を予定し

ています。

本年報では、運輸安全委員会の設置に至る経緯、各モードの2008年の事故等調査状況や公表した

報告書の概要などの紹介、国際的な取り組みなどについて掲載しています。

なお、発刊後、ホームページに全文を掲載しますので、ご活用ください。
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ニュースレター読者アンケート回答状況

特 集 運輸安全委員会の設置

第１章 航空事故等調査の状況

第２章 鉄道事故等調査の状況

第３章 船舶事故等調査の状況

第４章 事故防止への国際的な取り組み

第５章 事故防止に向けて

資料編 航空事故等/鉄道事故等/船舶事故等

運輸安全委員会年報2009

船舶関係の読者が最も多く、鉄道関係、航空
関係がこれに続いています。また、教育・研究
機関、その他の中には自動車関係も見られ、委
員会の業務に対して、幅広い分野から関心が持
たれていることが分かります。

安全教育資料としての利用が最も多く、具体
的には、配布、回覧、イントラネットへの掲載
などによる関連部署への情報提供、研修資料、
ミーティング資料などに利用されています。

回答者の業種分類 ニュースレターの利用方法

http://www.mlit.go.jp/jtsb/bunseki-kankoubutu/questionnaire/questionnaire.html

アンケートは10月末まで実施中です。まだ回答されてない方はご協力をお願いします。

このほか、ニュースレターに対するご意見・ご要望等を多数いただいております。これらについ

ては、アンケート実施期間終了後、最終結果としてとりまとめ、公表する予定です。

現在、ホームページでは、運輸安全委員会ニュースレターの利用実態、ニーズ等を把握するため、

読者アンケートを実施（本年10月末まで）しております。本アンケートに対しては、294件（9月 7

日現在）の回答をいただいており、今回はその一部を紹介します。
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